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ストループ効果（テキストpp. 112-113）

問題

ストループ効果
・赤や緑といった色名を示す文字が，その色名と異なる色インクで印刷されていると，黒インクで書かれた色名文字を読んだり，色パッチの色を命名したりする場合に比べてインクの色の命名にかかる反応時間が長くなったり，誤反応数が増えたりする（Stroop, 1935）。
・フランカー課題，サイモン課題と並び，課題とは非関連な刺激情報によって自動的に引き起こされる反応の抑制と関連する課題として有名（篠原，2013）。
・大脳皮質の前頭葉がもたらす遂行機能（実行機能）を反映する課題として，脳損傷患者や高齢者，子どもの認知機能を評価する実験課題としても用いられる（熊田・原田，2013）。
・色を命名するときの単語の干渉効果（ストループ効果）に対して，単語を読む課題での色の干渉効果（逆ストループ効果）はわずかである（Stroop, 1935）。

本実験の目的
・本実験では，ストループ効果と逆ストループ効果を測定する実験を行い，課題非関連な情報がどのように干渉を生じさせるかを検討する。

方法
参加者
・グループを，３名～４名のサブグループに分け，その中で，実験者，記録者（エラーチェックを含む），実験参加者の役割を担当する。
・実験後，。

刺激・装置
・柴崎（2009）に従って，Ａカード，Ｂカード，Ｃカードの刺激を作成する。
☆Ａカード：“あか”，“あお”，“みどり”，“きいろ”の４色の仮名文字を黒インクでランダムな順序で印刷したもの。
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☆Ｂカード：赤，青，緑，黄色の４色の色パッチをランダムな順序で印刷したもの。
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☆Ｃカード：Ａカードと同じ配列の仮名文字を，Ｂカードの色パッチと同じ配色で印刷したもの。
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・柴崎（2009）と異なる点：今回はビデオ等の記録は行わず，リアルタイムに時間計測やエラーチェックを行う。

手続き
・練習試行用，本試行用のＡカード，Ｂカード，Ｃカードを準備する。
・実験は，以下の順で行う。
(1) Ａカード…黒インクの「文字」を読み上げる。
(2) Ｂカード…色パッチの「インクの色」を読み上げる。
(3) Ｃカード１…色インクで書かれた色名文字に対して，「インクの色」を読み上げる。
(4) Ｃカード２…色インクで書かれた色名文字に対して，「文字」を読み上げる。

・各カードそれぞれについて，まず，１行だけが書いてある練習用を参加者に提示し，練習試行を行う。実験者は，教示を行い，ストップウォッチ操作の練習をする。
・その後，本試行を行う。
・本試行では，実験者は教示と時間計測を担当し，記録者は記録用紙を見ながら，エラーをチェックする（読み間違いと読み飛ばしをエラーとする）。
・実験終了後，秒単位の時間とエラー数の結果を刺激カードにも転記しておこう（刺激カードを保管しておこう）。

○実験参加者の注意点
・読み間違いがあった場合は，必ず言い直す。
・行ごと読み飛ばさないように気をつける。

○実験後には，参加者に内省報告をしてもらう（。

※一人の参加者に対する実験が終わったら，記録者→実験者，実験者→参加者，参加者→記録者（or待機者）というように役割を変えて次の参加者の実験を行う。

☆今回の実験では，柴崎（2009）にある参加者の詳細な行動観察は行わないが，各条件において，参加者が課題遂行中に示した特徴的な非言語的行動（指さし，うなずき，体ゆすり，２－３項目まとめて発話するなど）が見られれば，実験者はその様子もメモしておこう。

結果の整理

個別の実験データの整理
・本来は，参加者の音声を記録して，読み違えの種類（色相と文字の取り違えかどうか）などをチェックするが，今年度の実験では省略。

データの集計
・４つの条件のそれぞれについて，グループ全員のカードの所要時間，誤反応数の平均と標準偏差を求める。
・所要時間と誤反応数のそれぞれについて，ストループ効果と逆ストループ効果の量を調べる
☆ストループ効果 ＝  Ｃカード１ ／ Ｂカード
☆逆ストループ効果 ＝  Ｃカード２ ／ Ａカード

考察の観点

(1) 本実験においてストループ効果が生じたといえるか。カード別の所要時間と誤反応数の結果をもとに考える。
(2) 本実験において逆ストループ効果が生じたといえるか。カード別の所要時間と誤反応数の結果をもとに考える。
(3) カードによって誤反応のパターンに何らかの違いがみられなかったか，違いがあるとすれば，それはどのような認知過程の違いを反映していると考えられるか（今回は音声記録がないので細かな分析はできないが…）。
(4) 自分が実験者や参加者を行った経験とそのときの内省をもとに感じたことなど。
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